
（第18616号）東 京 都 公 報令和8年8月26日（水曜日）

�

日
刊
（
日
曜
日
、
土
曜
日
、
休
日
休
刊
）

１

目

次

告

示

○
都
民
の
日
に
利
用
料
金
及
び
使
用
料
を
免
除
す
る
都
の
施

設
の
指
定
…
…
…（
生
活
文
化
局
文
化
振
興
部
企
画
調
整
課
）…
一

○
令
和
八
年
度
管
理
理
容
師
資
格
認
定
講
習
会
及
び
管
理
美

容
師
資
格
認
定
講
習
会
の
指
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…（
保
健
医
療
局
健
康
安
全
部
健
康
安
全
課
）…
一

○
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の
解
除
（
五
件
）
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
建
設
局
河
川
部
指
導
調
整
課
）…
二

○
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
五

○
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の
指
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
六

告

示

◉
東
京
都
告
示
第
九
百
十
四
号

都
民
の
日
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
東
京
都
条
例
第
七
十
五
号
）
第

四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
八
年
都
民
の
日
に
利
用
料
金
及
び
使

用
料
（
定
期
入
場
券
を
除
く
。
）
を
免
除
す
る
都
の
施
設
を
次
の
よ

う
に
指
定
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
六
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

利
用
料
金
（
㈠
か
ら
㈨
ま
で
は
、
東
京
都
立
公
園
条
例
施
行
規

則
（
昭
和
三
十
二
年
東
京
都
規
則
第
三
十
七
号
。
以
下
「
規
則
」

と
い
う
。
）
別
表
第
六

三
の
項
に
規
定
す
る
入
場
料
に
限

る
。
）
を
免
除
す
る
施
設

㈠

浜
離
宮
恩
賜
庭
園

㈡

旧
芝
離
宮
恩
賜
庭
園

㈢

小
石
川
後
楽
園

㈣

六
義
園

㈤

旧
岩
崎
邸
庭
園

㈥

向
島
百
花
園

㈦

清
澄
庭
園

㈧

旧
古
河
庭
園

㈨

殿
ヶ
谷
戸
庭
園

㈩

東
京
港
野
鳥
公
園

十一

東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
（
常
設
展
）

十二

東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
分
館
江
戸
東
京
た
て
も
の
園

十三

東
京
都
現
代
美
術
館
（
常
設
展
）

十四

東
京
都
庭
園
美
術
館
（
庭
園
）

二

使
用
料
（
規
則
別
表
第
五

二
の
部
㈡
の
項
か
ら
㈤
の
項
ま
で

に
規
定
す
る
入
場
料
に
限
る
。
）
を
免
除
す
る
施
設

㈠

神
代
植
物
公
園

㈡

多
摩
動
物
公
園

㈢

恩
賜
上
野
動
物
園

㈣

葛
西
臨
海
水
族
園

㈤

井
の
頭
自
然
文
化
園

㈥

夢
の
島
熱
帯
植
物
館

◉
東
京
都
告
示
第
九
百
十
五
号

理
容
師
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
四
号
）
第
十
一
条

の
四
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
管
理
理
容
師
資
格
認
定
講
習
会
及
び

美
容
師
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
三
号
）
第
十
二
条
の
三

第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
管
理
美
容
師
資
格
認
定
講
習
会
を
次
の
よ

う
に
指
定
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
六
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

講
習
会
の
主
催
者
の
名
称
及
び
所
在
地

公
益
財
団
法
人
理
容
師
美
容
師
試
験
研
修
セ
ン
タ
ー

渋
谷
区
笹
塚
二
丁
目
一
番
六
号

Ｊ
Ｍ
Ｆ
ビ
ル
笹
塚
〇
一

八

階
二

講
習
日
並
び
に
講
習
会
の
会
場
の
名
称
及
び
所
在
地

㈠

管
理
理
容
師

令
和
九
年
三
月
十
五
日
、
同
月
十
六
日
及
び
同
月
二
十
三
日

連
合
会
館

千
代
田
区
神
田
駿
河
台
三
丁
目
二
番
十
一
号

㈡

管
理
美
容
師

ア

令
和
九
年
一
月
十
二
日
、
同
月
二
十
五
日
及
び
同
月
二
十

六
日連

合
会
館

千
代
田
区
神
田
駿
河
台
三
丁
目
二
番
十
一
号

イ

令
和
九
年
二
月
十
五
日
か
ら
同
月
十
七
日
ま
で

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー

渋
谷
区
代
々
木
神
園
町
三
番
一
号

ウ

令
和
九
年
三
月
十
五
日
、
同
月
十
六
日
及
び
同
月
二
十
三

日
連
合
会
館

千
代
田
区
神
田
駿
河
台
三
丁
目
二
番
十
一
号

三

受
講
料



令和8年8月26日（水曜日）東 京 都 公 報（第18616号） ２

二
万
円

◉
東
京
都
告
示
第
九
百
十
六
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
六
項
及

び
第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
三
十
年
東
京
都
告
示
第

三
百
七
十
五
号
に
よ
り
指
定
し
た
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂
災

害
特
別
警
戒
区
域
の
う
ち
、
別
表
に
掲
げ
る
区
域
の
指
定
を
解
除
す

る
。な

お
、
「
別
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
東
京

都
建
設
局
河
川
部
、
東
京
都
南
多
摩
東
部
建
設
事
務
所
及
び
町
田
市

役
所
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
六
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
告
示
第
九
百
十
七
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
六
項
及

び
第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
三
十
一
年
東
京
都
告
示

第
三
百
六
十
七
号
に
よ
り
指
定
し
た
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂

災
害
特
別
警
戒
区
域
の
う
ち
、
別
表
に
掲
げ
る
区
域
の
指
定
を
解
除

す
る
。

な
お
、
「
別
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
東
京

都
建
設
局
河
川
部
、
東
京
都
南
多
摩
東
部
建
設
事
務
所
及
び
稲
城
市

役
所
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
六
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子



（第18616号）東 京 都 公 報令和8年8月26日（水曜日）３

◉
東
京
都
告
示
第
九
百
十
八
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
六
項
及

び
第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
三
十
年
東
京
都
告
示
第

三
百
七
十
四
号
に
よ
り
指
定
し
た
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂
災

害
特
別
警
戒
区
域
の
う
ち
、
別
表
に
掲
げ
る
区
域
の
指
定
を
解
除
す

る
。な

お
、
「
別
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
東
京

都
建
設
局
河
川
部
、
東
京
都
南
多
摩
西
部
建
設
事
務
所
及
び
八
王
子

市
役
所
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
六
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子



令和8年8月26日（水曜日）東 京 都 公 報（第18616号） ４
◉
東
京
都
告
示
第
九
百
十
九
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
六
項
及

び
第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
三
十
年
東
京
都
告
示
第

三
百
七
十
六
号
に
よ
り
指
定
し
た
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂
災

害
特
別
警
戒
区
域
の
う
ち
、
別
表
に
掲
げ
る
区
域
の
指
定
を
解
除
す

る
。な

お
、
「
別
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
東
京

都
建
設
局
河
川
部
、
東
京
都
南
多
摩
西
部
建
設
事
務
所
及
び
日
野
市

役
所
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
六
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
告
示
第
九
百
二
十
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
六
項
及

び
第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
三
十
一
年
東
京
都
告
示

第
三
百
六
十
八
号
に
よ
り
指
定
し
た
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂

災
害
特
別
警
戒
区
域
の
う
ち
、
別
表
に
掲
げ
る
区
域
の
指
定
を
解
除

す
る
。

な
お
、
「
別
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
東
京

都
建
設
局
河
川
部
、
東
京
都
八
丈
支
庁
及
び
八
丈
町
役
場
に
お
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
六
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子



（第18616号）東 京 都 公 報令和8年8月26日（水曜日）５

◉
東
京
都
告
示
第
九
百
二
十
一
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
別
表
の
と
お
り
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を
指
定
す
る
。

な
お
、
「
別
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
東
京

都
建
設
局
河
川
部
、
東
京
都
南
多
摩
東
部
建
設
事
務
所
及
び
町
田
市

役
所
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
六
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子



令和8年8月26日（水曜日）東 京 都 公 報（第18616号） ６
◉
東
京
都
告
示
第
九
百
二
十
二
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
一
項
及

び
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
別
表
の
と
お
り
土
砂
災
害
警

戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
を
指
定
す
る
。

な
お
、
「
別
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
東
京

都
建
設
局
河
川
部
、
東
京
都
八
丈
支
庁
及
び
八
丈
町
役
場
に
お
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
六
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

発 行
東

京

都

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

電
話

〇
三（
五
三
二
一
）一
一
一
一（
代
）
郵便番号
１６３―８００１
定 価

本
号

三
〇
円

一
箇
月

六
、
六
〇
〇
円

（
郵
送
料
を
含
む
。）
印刷所

勝

美

印

刷

株

式

会

社

東
京
都
文
京
区
白
山
一
丁
目
十
三
番
七
号

電
話

〇
三（
三
八
一
二
）五
二
〇
一（
代
）
郵便番号
１１３―０００１


